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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年2月13日(2014.2.13)

【公開番号】特開2012-141428(P2012-141428A)
【公開日】平成24年7月26日(2012.7.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-029
【出願番号】特願2010-293710(P2010-293710)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/02    　　　Ｅ
   Ｇ０２Ｂ   7/02    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ   7/08    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ   7/04    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月25日(2013.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するための本発明のレンズ装置は、直動溝及び接点を有する固定鏡筒と
、該固定鏡筒の内側に配設され、カム溝を有するカム環と、複数のレンズ群と、該複数の
レンズ群を保持する第１の保持手段であって、該複数のレンズ群の少なくとも１つのレン
ズ群を該第１の保持手段の内部で光軸方向に移動可能に保持し、該カム環の内部で光軸方
向に可動に支持される第１の保持手段と、を有し、該第１の保持手段は、前記複数のレン
ズ群の中の前記少なくとも１つのレンズ群を光軸方向に駆動する駆動手段と、前記カム溝
と前記直動溝に摺動可能に係合する複数のカム従動子と、前記カム環の前記カム溝を半径
方向に貫通し、前記接点に摺動可能に電気的に接続する、摺動接続部と、を有し、固定鏡
筒側からの該駆動手段への給電は、該摺動接続部を介して行われる、ことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明の別の態様のレンズ装置は、直動溝及び接点を有する固定鏡筒と、該固定
鏡筒の内側に配設され、一つのカム溝を有するカム環と、一つの焦点調整レンズ群と、複
数の変倍レンズ群と収差補正レンズ群とを含むズームレンズ群と、該複数の変倍レンズ群
を該第１の保持手段の内部で光軸方向に移動可能に保持する第１の保持手段であって、該
複数の変倍レンズ群を光軸方向に駆動する駆動手段を有する第１の保持手段であって、該
カム環の内部で光軸方向に可動に支持される第１の保持手段と、該収差補正レンズ群を光
軸方向に駆動可能に保持し、該カム環の内部で光軸方向に可動に支持される第２の保持手
段と、を有し、該第１の保持手段及び該第２の保持手段はそれぞれが複数のカム従動子を
有し、該複数のカム従動子は、前記カム溝と前記直動溝に摺動可能に係合し、該カム環が
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光軸周りに回転することにより、該第１の保持手段及び該第２の保持手段のそれぞれの光
軸方向における位置を決め、該第１の保持手段は、該カム環の前記カム溝を半径方向に貫
通し、前記接点に摺動可能に電気的に接続する、摺動接続部を有し、固定鏡筒側からの該
駆動手段への給電は、該摺動接続部を介して行われる、ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　図７に、本実施例のズームレンズ１の主要部の拡大図を示す。実施例１の構成と同様の
構成を有するが、実施例２においては、カム環の内側の移動鏡筒４０と主要筐体４２側の
給電配線等を接続する接点コマ３１に代えて、位置決め部材４３に一体に構成された通信
接点部材４４を有することが異なる。本実施例においても、実施例１と同様に、移動鏡筒
１３は、カム環４１のカム溝と摺動可能に係合し、カム環４１の光軸周りの回転に応じて
移動鏡筒１３の光軸方向における位置を決定する複数の姿勢位置決め部材（カム従動子）
４３を有する。姿勢位置決め部材４３は、主要筐体４２に設けられた直動溝に摺動可能に
係合する。通信接点部材４４は、位置決め部材４３の内部に敷設され、主要筐体４２の複
数箇所に敷設された直動溝に敷設されたライン部４５と摺動可能に当接している。駆動機
構部１３の構成は、実施例１で述べた構成と同一の構成であるため、詳細な説明は割愛す
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　以下図１１を参照して、本発明の第３の実施例によるカム環内部に駆動装置を有するレ
ンズ装置について、実施例１、及び２と同一の構成に関しては同一の番号を用いて説明す
る。本実施例のズームレンズ１も、基本的な概略構成は、図７に示した実施例２の構成と
同様である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　図１２（Ａ）は、ズーム全域における、変倍レンズ群３の駆動軌跡５６と収差補正レン
ズ群４の駆動軌跡５７、及び、近接撮影を行った際の結像レンズ群７の合焦可能な領域（
可動範囲）Gを示す。変倍レンズ群３と収差補正レンズ群４との間隔は、図１２の駆動軌
跡５６と駆動軌跡５７に示されるように、ズーム中間域の領域Ｄにて最も接近し（間隔E
）、更に望遠側になると間隔が開く構造となっている(間隔F)。従って、領域Ｄにて変倍
レンズ群３と収差補正レンズ群４とは構造的に最も近接し、その時に干渉しない構造を取
っている為、広角側から領域Ｄを越えて望遠側になると間隔に余裕が生まれることとなる
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００４６】
　この状況に対して、望遠端側において、駆動機構部５５によって変倍レンズ群３のみ結
像面側に駆動して、動作望遠端における変倍レンズ群３と画角補正レンズ群４との間隔Ｆ
を狭めることで、合焦不能領域Ｈを減ずる事が可能となる。図１２（Ｂ）に、望遠端にお
いて、変倍レンズ群３を矢印Ｋで示す結像面側に駆動した時の、近接撮影における結像レ
ンズ群７の合焦のための像面側への駆動量の軌跡５９を示す。変倍レンズ群３と収差補正
レンズ群４との間隔が最も近接する領域Ｄよりも望遠側である場合は、変倍レンズ群３と
収差補正レンズ群４とが干渉することなく、変倍レンズ群３を結像面側に駆動することが
可能であり、変倍レンズ群３の結像面側への駆動によって結像レンズ群７が必要とする合
焦の為の駆動量が低減される。すると、図１２（Ａ）で生じていた合焦不能領域Hが低減
され、図１２（Ｂ）に示すように全ズーム範囲、全被写体距離範囲が、合焦可能領域Ｇ'
とすることができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　この時の変倍レンズ群３の駆動制御について、図１３を用いて説明する。図１３に示さ
れる制御フローは、ズーム操作によるカム環の回転によってズームレンズ群が所望のズー
ム位置に駆動された直後に実行される。また、ズーム操作がなされると（カム環を駆動す
る操作がなされると）、強制的にステップＳ２００から処理を再開する。ズームレンズに
よる至近側の合焦可能域を拡大する補正を開始する。ステップＳ２０１に進み、現在のズ
ーム位置を読み込む。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　実施例１及び２においては、移動鏡筒４０に支持される第１変倍レンズ群及び第２変倍
レンズ群は、カム部１０のカム構造を介して、駆動機構部によって連動してそれぞれの駆
動量で駆動される構成であり、実施例３においては、変倍レンズ群は、一体で駆動される
構成を有する構成を例示した。しかし、本発明はこの構成に限定されることなく、移動鏡
筒に支持される複数のレンズ群の内、少なくとも１つのレンズ群が駆動装置によって駆動
される構成に対しても、本発明が適用でき、本発明の効果を享受することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直動溝及び接点を有する固定鏡筒と、
　該固定鏡筒の内側に配設され、カム溝を有するカム環と、
　複数のレンズ群と、
　該複数のレンズ群を保持する第１の保持手段であって、該複数のレンズ群の少なくとも
１つのレンズ群を該第１の保持手段の内部で光軸方向に移動可能に保持し、該カム環の内
部で光軸方向に可動に支持される第１の保持手段と、
を有するレンズ装置であって、
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　該第１の保持手段は、前記複数のレンズ群の中の前記少なくとも１つのレンズ群を光軸
方向に駆動する駆動手段と、前記カム溝と前記直動溝に摺動可能に係合する複数のカム従
動子と、
　前記カム環の前記カム溝を半径方向に貫通し、前記接点に摺動可能に電気的に接続する
、摺動接続部と、を有し、
　固定鏡筒側からの該駆動手段への給電は、該摺動接続部を介して行われる、
ことを特徴とするレンズ装置。
【請求項２】
　前記摺動接続部は、前記カム従動子の一つに一体に構成される、
　前記カム環を半径方向に貫通する開口は、前記カム環の前記カム溝である、
ことを特徴とする請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項３】
　直動溝及び接点を有する固定鏡筒と、
　該固定鏡筒の内側に配設され、一つのカム溝を有するカム環と、
　一つの焦点調整レンズ群と、
　複数の変倍レンズ群と収差補正レンズ群とを含むズームレンズ群と、
　該複数の変倍レンズ群を該第１の保持手段の内部で光軸方向に移動可能に保持する第１
の保持手段であって、該複数の変倍レンズ群を光軸方向に駆動する駆動手段を有する第１
の保持手段であって、該カム環の内部で光軸方向に可動に支持される第１の保持手段と、
　該収差補正レンズ群を光軸方向に駆動可能に保持し、該カム環の内部で光軸方向に可動
に支持される第２の保持手段と、
を有するレンズ装置であって、
　該第１の保持手段及び該第２の保持手段はそれぞれが複数のカム従動子を有し、該複数
のカム従動子は、前記カム溝と前記直動溝に摺動可能に係合し、該カム環が光軸周りに回
転することにより、該第１の保持手段及び該第２の保持手段のそれぞれの光軸方向におけ
る位置を決め、
　該第１の保持手段は、該カム環の前記カム溝を半径方向に貫通し、前記接点に摺動可能
に電気的に接続する、摺動接続部を有し、
　固定鏡筒側からの該駆動手段への給電は、該摺動接続部を介して行われる、
ことを特徴とするレンズ装置。
【請求項４】
　前記摺動接続部は、前記カム従動子の一つと一体に構成され、
　前記カム環を半径方向に貫通する前記開口は、前記カム溝の一つである、
ことを特徴とする請求項３に記載のレンズ装置。
【請求項５】
　前記第１の保持手段の前記駆動手段の駆動を制御する制御手段であって前記固定鏡筒に
固定された制御手段を有し、該制御手段から該駆動手段への制御信号の通信は前記摺動接
続部を介して行われる、ことを特徴とする請求項３又は４に記載のレンズ装置。
【請求項６】
　前記第１の保持手段は、該第１の保持手段によって保持されている前記複数の変倍レン
ズ群の光軸方向の位置を検出する検出手段を有し、
　前記検出手段から前記制御手段への検出信号の通信は、前記摺動接続部を介して行われ
る、
ことを特徴とする請求項５に記載のレンズ装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記駆動手段を制御して前記複数の変倍レンズ群を駆動し、前記焦点
調整レンズ群の駆動により生じる画角の変動を補正する、ことを特徴とする請求項５又は
６に記載のレンズ装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記複数の変倍レンズ群が望遠側に位置した時に、前記駆動手段を制
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御して前記複数の変倍レンズ群を駆動し、該レンズ装置の合焦可能域を至近側に拡大する
、ことを特徴とする請求項５又は６に記載のレンズ装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載のレンズ装置と、該レンズ装置に接続された撮像
装置、を有する撮像システム。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１２】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３



(6) JP 2012-141428 A5 2014.2.13

【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１３】
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